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一人口の動き一
　　3月1日現在

男　　　6．073人
女　　　6。469人
計　　12．542人
世帯数　2．616世帯
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四
日
六
日
七
旧
八
日
＋
日

三
月
の
行
事

町
議
会

町
議
会

産
経
委
員
会
．
倒
保
監
査

共
同
納
税
相
談
日

滑
行
、
大
回
転
ス
キ
］
六
会

総
笈
土
厚
委
員
会

教
育
委
員
会

上
野
・
橘
嘱
託
員
会
議

十十十

日日日

＋
五
日

＋
七
日

＋
八
日

二
＋
日

一
王
日

仙
田
地
区
嘱
託
員
会
議

千
手
地
区
嘱
託
員
会
議

町
民
雪
上
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ヨ

ン
大
会

川
西
中
・
橘
中
・
仙
田
中
・

目
倉
中
学
校
卒
業
式

定
例
議
会
（
十
九
日
ま
で
）

彼
岸
入
り

家
庭
の
日

春
分
の
日

固
定
資
産
課
税
台
帳
を
ご

ら
ん
に
な
り
ま
し
ぬ
か

　
三
月
一
日
か
ら
三
月
二
十
田
ま
で
の

間
、
瑠
和
姻
十
一
年
度
分
の
固
定
資
産

課
税
台
帳
を
関
係
者
に
縦
覧
い
た
し
ま

す
。　
閲
覧
に
よ
り
課
税
台
帳
の
価
格
仁
つ

い
て
不
服
の
あ
る
場
合
に
は
．
不
服
申

立
て
を
こ
の
期
間
に
限
つ
て
で
き
る
乙

と
に
な
っ
て
い
ま
す
○

　
こ
と
し
は
前
年
の
評
価
絡
が

据
置
き
と
な
り
、
し
た
が
り
て

こ
の
｝
葺
間
に
土
地
、
塚
握
仁

つ
い
て
異
動
が
な
い
場
合
に
は

昭
和
四
十
年
度
分
と
ま
っ
た
く

同
じ
価
格
と
な
り
ま
す
o

　
　
　
　
記

響
縦
覧
場
所
及
ぴ
時
澗

川
西
町
役
場
一
階
事
務
室

　
　
　
　
　
　
　
（
税
務
係
）

で
す
の
で
、
み
な
さ
ん
も
次
の
乙
と
を

よ
く
守
っ
て
く
だ
さ
い
o

　
O
道
路
は
右
側
を
正
し
く
歩
か
せ
る

　
　
よ
う
に
す
る
○

　
○
正
し
い
横
断
の
し
か
た
、
特
に
手

　
　
を
あ
げ
て
横
断
す
る
マ
ナ
ー
を
身

　
　
に
つ
け
る
。

　
○
信
号
機
や
道
路
標
識
の
見
万
を
よ

　
　
く
教
え
ゑ

通
の
き
ま
り
を
教
え
乙
む
こ
と
が
大
切
…

で
毎
日
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

　
た
だ
し
休
臼
は
除
き
ま
す
。

新
入
学
児
童
を
交
通

事
故
か
ら
守
ろ
う

　
暖
か
い
春
の
訪
れ
と
と
も
に
両
親
の

手
を
離
れ
、
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
な
が
ら

通
学
す
る
子
ど
も
を
恐
ろ
し
い
交
通
事

故
か
ら
な
ん
と
か
守
り
た
い
と
い
う
の

が
親
の
願
い
で
あ
り
ま
し
よ
う
。

　
こ
の
た
め
新
入
学
児
童
に
対
し
て
交

○
通
学
道
路
は
実
地
に
子
ど
も

　
と
い
っ
し
ょ
に
歩
い
て
み
て

　
安
全
な
遭
路
を
選
ぶ
o

O
で
き
る
だ
け
上
級
生
と
い
っ

　
し
ょ
に
通
学
さ
せ
る
よ
う
に

　
す
る
。
　
（
小
山
巡
査
部
長
）

ハ
エ
の
駆
除
は

い
ま
が
最
適

　
三
月
に
は
い
る
と
、
そ
ろ
そ

ろ
ハ
エ
が
目
に
つ
き
出
し
ま
す
。
天
井

や
火
の
気
の
あ
る
暖
か
い
と
こ
ろ
に
ひ

そ
ん
で
い
た
の
が
、
天
候
が
暖
か
に
な

る
に
つ
れ
て
活
動
し
は
じ
め
る
の
で
す

　
ハ
エ
の
さ
な
き
は
、
お
便
所
の
近
く

や
ご
み
た
め
な
ど
の
土
の
、
深
さ
十
セ

ン
チ
か
ら
二
十
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
の
と
こ

ろ
で
越
冬
し
ま
す
か
ら
、
土
を
掘
り
お

こ
し
て
殺
虫
剤
を
十
分
ま
い
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。
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ー
町
議
会
報
告
ー

　
　
当
初
予
算
審
議
は
じ
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
期
十
九
日
の
定
例
会
を
招
集

　
昭
和
四
十
一
年
度
当
初
予
算
を
審
議
す
る
三
月
定
例
会
は
、
例
年
よ
り
約
十
日

早
い
三
月
一
日
に
招
集
さ
れ
た
。
会
期
は
三
月
十
九
日
ま
で
の
十
九
日
間
と
決
定

さ
れ
た
が
、
こ
の
う
ち
本
会
議
は
一
日
二
日
と
休
会
明
け
の
十
七
、
十
八
、
十
九

日
の
計
五
日
間
で
、
三
日
か
ら
十
六
日
ま
で
は
休
会
の
予
定
。
乙
の
間
に
各
常
任

委
員
会
の
議
案
審
査
が
行
な
わ
れ
る
。

　
こ
の
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
案
件
は
一
日
現
在
で
、
四
十
一
年
度
予
算
四
件
、

予
算
に
関
連
す
る
条
例
改
正
五
件
、
請
願
十
二
件
、
陳
情
一
件
、
そ
の
他
二
件
の

計
二
十
四
件
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
中
で
、
最
も
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
新
年
度
当

初
予
算
で
あ
る
。
特
に
二
億
近
い
規
模
と
な
っ
た
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
審

議
日
数
の
大
部
分
が
こ
れ
に
当
て
ら
れ
る
予
定
で
、
慎
重
審
議
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。

　
以
上
で
こ
の
日
の
す
べ
て
の
日
程
を

お
わ
り
、
翌
三
日
か
ら
十
六
日
ま
で
の

休
会
を
宣
し
て
午
後
六
時
散
会
し
た
。

二
億
に
迫
る

　
　
一
般
会
計

第
一
日
目

予
算
関
連

　
　
案
件
を
議
決

　
第
一
日
目
の
三
月
㎝
日
は
、
午
前
十

時
二
十
五
分
開
会
、
ま
ず
県
の
人
事
委

員
会
に
委
託
中
の
公
平
委
員
会
事
務
に

つ
い
て
三
月
三
十
｝
日
限
り
で
委
託
を

廃
止
す
る
議
案
を
上
程
可
決
し
、
つ
づ

い
て
議
案
第
二
号
と
し
て
新
た
に
新
潟

県
町
村
入
事
事
務
組
合
を
設
立
し
て
こ

れ
に
加
入
す
る
件
を
上
程
、
こ
れ
を
原

案
ど
わ
り
可
決
し
た
o

　
次
い
で
予
算
関
連
案
件
と
し
て
、
報

酬
費
用
弁
償
及
ぴ
実
費
弁
償
に
関
す
る

条
例
、
　
一
般
職
及
ぴ
特
別
職
の
各
旅
費

支
給
条
例
、
国
保
条
例
及
ぴ
便
用
料
条

例
の
各
々
一
部
改
正
五
件
を
順
次
上
程

し
て
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
。

最
後
に
、
こ
の
定
例
会
の
本
命
と
も
い

う
べ
き
昭
和
四
十
一
年
度
一
般
会
計
予

算
を
上
程
、
ま
ず
中
村
町
長
の
提
案
理

由
の
説
明
の
の
ち
、
各
所
管
課
長
の
内

容
説
明
を
聴
取
し
て
、
午
後
五
時
四
十

分
こ
の
日
の
会
議
を
閉
じ
た
o

　
　
　
×
　
　
　
×
　
　
　
×

　
第
二
日
目
の
三
月
二
日
は
午
前
十
時

十
六
分
に
本
会
議
を
開
き
、
前
日
に
引

き
つ
づ
い
て
四
十
一
年
度
一
般
会
計
予

算
を
上
程
し
、
内
容
説
明
が
行
な
わ
れ

た
。
膨
大
な
内
容
に
つ
い
て
説
明
が
終

わ
っ
た
の
は
午
後
零
時
十
九
分
。
こ
こ

で
昼
食
の
た
め
休
憩
の
の
ち
、
午
後
か

ら
は
予
算
全
般
に
つ
い
て
総
括
質
疑
が

行
な
わ
れ
、
次
い
で
そ
れ
ぞ
れ
所
管
の

常
任
委
員
会
に
分
割
付
託
さ
れ
た
。

　
つ
づ
い
て
四
十
一
年
度
国
保
事
業
勘

定
特
別
会
計
、

特
別
会
計
、
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計

の
各
予
算
を
順
次
上
程
し
、
内
容
説
明

と
総
括
質
疑
を
行
な
っ
た
の
ち
、
そ
れ

ぞ
れ
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付
託
し
た

　
最
後
に
十
三
件
の
請
願
陳
情
を
上
程

し
、
各
紹
介
議
員
の
紹
介
説
明
を
聞
い

た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
常
任
委
員

会
に
付
託
し
た
。

　
新
年
度
当
初
予
算
は
、
　
一
般
会
計
と

三
つ
の
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
総
額
が

二
億
九
千
百
六
＋
一
万
九
手
円
と
な
為

こ
の
う
ち
繰
り
出
し
、
繰
り
入
れ
の
重

複
分
を
差
し
引
い
た
純
計
は
二
億
八
千

四
百
三
十
二
万
一
千
円
で
、
前
年
度
に

比
較
し
て
二
千
九
百
八
十
三
万
五
千
円

の
増
と
な
っ
て
い
る
。
各
会
計
の
あ
ら

ま
し
は
次
の
と
お
り
。

　
ま
ず
一
般
会
計
は
、
総
額
一
億
九
千

七
百
四
十
一
万
四
千
円
で
、
前
任
度
に

比
べ
て
二
千
六
十
一
万
二
千
円
の
増
で

あ
る
。
当
初
一
般
会
計
の
規
模
に
つ
い

て
中
村
町
長
は
、
総
額
一
億
八
千
万
程

度
に
し
ぼ
り
た
い
と
言
明
し
て
い
た
。

し
か
し
、
各
課
か
ら
出
た
予
算
要
求
額

は
二
億
二
千
七
百
万
円
に
達
し
、
こ
の

中
か
ら
ど
う
し
て
も
計
上
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
経
常
費
、
前
年
度
施
行
済
の

仕
越
事
業
費
と
も
い
う
べ
き
一
千
七
百

万
円
余
り
、
そ
の
他
の
っ
ぴ
き
な
ら
な

い
新
規
要
求
や
継
続
事
業
等
だ
け
で
、

こ
の
目
標
額
を
オ
ー
バ
ー
す
る
状
況
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
た
め
、
才
出

同
施
設
勘
定
（
診
療
所
）
の
ど
う
し
て
も
圧
縮
で
き
な
い
部
分
を

才
入
額
の
引
き
上
げ
に
よ
っ
て
収
支
の

バ
ラ
ン
ス
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

結
果
と
な
り
、
遂
に
総
額
二
億
に
迫
る

大
型
予
算
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
財
源
的
に
は
相
当
無

理
を
し
た
点
が
多
く
、
地
万
交
付
税
等

も
前
年
度
よ
り
一
千
八
百
万
円
も
多
い

七
千
万
円
を
計
上
し
て
お
り
、
こ
の
中

に
は
通
常
当
初
予
算
に
は
計
上
し
な
い

特
別
交
付
税
の
五
百
万
や
、
本
年
度
特

に
設
け
ら
れ
た
臨
時
地
万
特
例
交
付
金

三
百
万
等
も
は
い
っ
て
い
る
。

　
才
出
予
算
の
・
つ
ち
、
前
任
度
仕
越
分

と
し
て
計
上
さ
れ
た
千
七
百
万
の
内
訳

は
、
小
規
模
土
地
改
良
費
百
五
十
万
円

町
道
改
修
費
山
手
線
新
町
地
内
、
木
落

下
原
線
舗
装
そ
の
他
三
百
四
＋
四
万
円

県
道
改
修
負
担
金
三
百
二
十
三
万
円
そ

の
他
百
七
十
一
万
円
、
学
校
施
設
関
係

と
し
て
橘
小
学
校
給
食
関
係
二
百
七
十

七
万
円
、
千
手
小
学
校
深
井
戸
工
事
費

百
二
十
六
万
円
等
を
含
む
六
百
九
十
三

万
円
等
と
な
っ
て
い
る
o

　
ま
た
新
規
事
業
の
お
も
な
も
の
と
し

て
は
、
上
野
小
学
校
給
食
施
設
費
四
百

五
十
万
円
、
千
手
に
設
置
予
定
の
幼
稚

園
費
と
し
て
備
品
購
入
費
百
十
二
万
円

及
ぴ
盲
原
田
．
中
仙
田
に
設
置
さ
れ
る

へ
き
地
保
育
所
費
七
＋
万
円
、
母
子
栄

養
強
化
ミ
ル
ク
支
給
費
九
十
万
五
千
円

等
の
ほ
か
、
役
場
の
電
話
交
換
台
施
設

五
十
五
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
他
消
防
の
備
品
と
し
て
赤
谷
の
ポ
ン

プ
塔
載
自
動
軍
五
十
二
万
円
と
霜
条
、

木
落
の
ポ
ン
プ
各
一
台
六
十
六
万
円
、

水
槽
そ
の
他
の
消
防
施
設
費
百
四
十
九

万
円
が
あ
る
。
ま
た
災
害
復
旧
費
千
三

百
十
八
万
円
の
ほ
か
、
継
続
事
業
と
し

て
は
室
島
林
道
工
事
の
最
終
年
度
分
工

事
費
八
百
五
十
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い

る
。　
な
お
以
上
の
予
算
に
計
上
さ
れ
た
も

の
以
外
に
約
三
千
三
百
万
の
新
規
要
求

が
あ
り
、
こ
の
中
に
は
橘
中
学
板
の
深

井
戸
掘
り
や
千
手
診
療
所
の
自
動
車
購

入
費
等
早
急
に
措
置
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
が
あ
る
。

　
中
村
町
長
は
、
提
案
理
由
の
説
明
の

際
こ
の
よ
う
に
財
政
的
に
容
易
な
ら
ぬ

も
の
が
あ
る
が
、
住
民
の
福
祉
の
た
め

に
は
、
財
政
の
悪
条
件
を
克
服
し
て
前

向
き
の
積
極
的
な
行
政
を
行
な
う
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
強
調
し
た
。

◎
国
保
事
業
勘
定
会
計

　
四
十
一
任
度
国
保
事
業
勘
定
は
総
額

五
千
百
七
十
一
万
六
千
円
で
、
前
年
度

よ
り
二
百
十
㎜
万
六
千
円
の
増
と
な
っ

て
い
る
。
才
出
に
お
い
て
は
総
額
の
約

八
○
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
保
険
給
付

費
が
四
千
百
十
七
万
円
と
大
幅
に
増
加

し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
才
入
に
お

い
て
は
問
題
の
保
険
料
に
つ
い
て
国
保

運
営
協
議
会
等
で
慎
重
に
検
討
の
結
果

前
年
度
よ
り
約
三
割
引
き
上
げ
て
世
帯

当
平
均
九
千
七
百
円
と
決
定
し
た
。
こ

れ
に
よ
っ
て
三
百
四
十
五
万
の
増
と
な

っ
た
ほ
か
、
国
庫
支
出
金
の
改
善
等
に

よ
り
、
ど
う
や
ら
収
支
償
う
予
算
を
編

成
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
で
、
前
年

度
当
初
予
算
の
無
理
な
財
源
事
情
に
比

べ
て
一
応
健
全
な
予
算
と
な
っ
て
い
る

◎
国
保
施
設

　
　
（
診
療
所
）
勘
定
会
計

　
新
年
度
国
保
施
設
勘
定
す
な
わ
ち
診

療
所
特
別
会
計
は
、
才
入
才
出
と
も
二

千
八
百
三
万
二
千
円
で
前
年
度
よ
り
四

百
五
十
二
万
八
千
円
の
増
で
あ
る
。
診

療
所
運
営
は
最
悪
の
時
期
に
比
べ
て
実

績
は
逐
次
向
上
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、

な
お
苦
し
い
予
算
内
容
で
、
才
出
に
見

合
う
収
入
を
確
保
す
る
こ
と
は
容
易
で

な
い
も
の
が
あ
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。

◎
農
業
共
済
事
業
会
計

　
新
鉦
度
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計
予

算
の
総
額
は
次
の
と
お
り
で
、
前
年
度

よ
り
二
百
二
十
六
万
一
千
円
の
増
で
あ

る
。
本
年
度
も
航
空
防
除
を
含
む
水
稲

病
虫
害
共
同
防
除
に
五
＋
一
万
円
を
計

上
し
て
お
り
、
こ
れ
に
あ
て
る
た
め
｝

般
会
計
か
ら
五
十
万
円
を
繰
り
入
れ
て

い
る
o

　
勘
定
区
分
予
算
額
（
千
円
）
増
減

農
作
物
共
済
勘
定
八
、
六
八
四

蚕
繭
共
済
勘
定
　
　
四
六
六

家
畜
共
済
勘
定
　
　
三
五
一

業
務
勘
定
　
　
　
四
、
九
五
六

　
合
計
　
　
　
一
四
、
四
五
七

集六

八
）

（
△
莞
）

（
＝
九
）

（
蓋
三
）

e
二
山
ハ
一
）

委
員
会
の
審
査
日
程

　
三
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
常
任
委
員
会

の
審
査
日
程
及
び
付
託
案
件
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

▽
産
業
経
済
委
員
会
（
三
日
、
四
日
）

議
案

L
昭
和
四
十
一
年
度
一
般
会
計
予
算
の

　
う
ち
才
出
第
五
款
農
林
水
産
業
費
、

　
第
六
款
商
工
賀

2
昭
和
四
十
㎝
年
度
農
業
共
済
事
業
特

別
会
計
予
算

請
願
　
二
件

▽
土
木
厚
生
委
員
会
（
七
日
、
八
日
）

　
議
案

L
昭
和
四
十
一
年
度
一
般
会
計
予
算
の

　
う
ち
才
出
第
三
款
民
生
費
、
第
四
款

　
衛
圭
費
、
第
七
款
土
木
費
、
第
十
款

災
害
復
旧
費

2
昭
和
四
十
一
年
度
国
民
健
康
保
険
（

　
事
業
勘
足
）
特
別
会
計
予
算

3
昭
和
四
十
一
年
度
国
民
健
康
保
険
（

　
施
設
勘
定
）
特
別
会
計
予
算

　
請
願
　
三
件
　
陳
情
　
｝
件

▽
総
務
笈
教
委
員
会
（
七
、
八
、
九
日
）

　
議
案

　
昭
和
四
十
一
年
度
一
般
会
計
予
算
の

　
う
ち
オ
入
（
全
部
）
、
オ
出
の
う
ち
第

　
一
款
議
会
費
、
第
二
款
総
務
費
、
第

　
八
款
消
防
費
、
第
九
款
教
育
費
、
第

　
十
一
款
公
債
費
、
第
十
二
款
予
備
費

　
請
願
八
件
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赤
倉
の
女

　
軒
な
み
に
デ
バ
タ
が
普
及
し
た
。

ラ
ス
の
鳴
か
な
い
日
は
あ
っ
て
も
、

トカ

ン
カ
ラ
リ
の
音
が
し
な
い
日
は
ま
ず
な

い
。
　
ハ
リ
の
あ
る
仕
事
は
こ
う
も
人
を

変
え
る
の
だ
ろ
う
か
、
ハ
タ
織
る
婦
人

た
ち
の
表
情
が
明
る
く
、
話
も
は
ず
む

平
場
の
農
家
に
、
つ
い
数
年
前
ま
で
見

ら
れ
な
か
っ
た
風
情
、
喜
ん
で
い
い
こ

と
に
は
ち
が
い
な
い
が
気
が
か
り
だ
o

　
デ
バ
タ
を
始
め
る
と
き
、
あ
な
た
は

ど
ん
な
気
も
ち
で
し
た
か
、
と
き
い
て

み
た
ら
、
目
分
か
ら
進
ん
で
始
め
た
と

い
う
人
が
全
体
の
六
十
パ
ー
セ
ン
ト
、

あ
ま
り
乗
り
気
が
し
な
か
つ
た
人
が
四

十
パ
ー
セ
ン
ト
の
率
で
あ
っ
た
。
と
こ

ろ
が
、
気
が
進
ま
な
か
っ
た
と
答
え
た

人
た
ち
も
、
仕
事
が
イ
タ
に
つ
き
、
毎

月
き
ま
っ
た
金
が
は
い
る
よ
う
に
な
る

と
、
始
め
て
よ
か
っ
た
ぜ
の
、
と
ク
チ

を
そ
ろ
え
て
答
え
て
く
れ
て
い
る
o

　
よ
か
っ
た
と
思
う
の
は
ど
ん
な
点
で

す
か
、
と
き
く
と
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が

毎
月
ゼ
ニ
が
は
い
る
す
け
に
、
と
答
え

る
。
デ
バ
タ
は
、
何
と
い
っ
て
も
現
金

収
入
が
最
大
の
魅
力
の
よ
う
だ
o
そ
こ

で
、
ム
リ
を
承
知
し
な
が
ら
も
つ
い
時

間
が
惜
し
く
な
り
、
朝
…
　
　
　
，
，

早
く
か
ら
夜
翁
そ
く
ま
・
　
　
”
．
些
、
輌

で
織
る
よ
う
な
結
果
に
瓢
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

な
っ
て
し
ま
う
ら
し
い

子
ど
も
や
家
庭
の
こ
と
、
婦
人
学
級
や

P
T
A
に
出
席
す
る
こ
と
も
忘
れ
て
b

　
始
め
て
よ
か
っ
た
と
は
い
う
も
の
の

金
を
と
る
ウ
ラ
に
は
そ
れ
な
り
の
苦
労

が
あ
る
よ
う
だ
。
雰
事
や
育
児
は
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
ま
か
せ
、
自
分
は
た
だ
ガ
ム

シ
ヤ
ラ
に
織
機
の
中
で
す
ご
し
て
い
る

と
、
い
つ
し
か
人
間
疎
外
に
と
り
つ
か

備胴

藻
畿
．
隅
矯
麹
罵

．

鼎
藷
鯉
巴
鯉
鼎
鯉
配
鯉
母
胤
凹
鼎

れ
、
わ
た
し
は
い
っ
た
い
、
何
の
た
め

に
ハ
タ
を
織
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
と

真
剣
に
考
え
る
こ
と
が
あ
る
そ
う
だ
。

　
赤
倉
の
女
、
と
い
う
世
に
も
悲
し
い

話
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
、
赤
倉
に
生
ま

れ
た
女
は
、
ハ
タ
織
り
を
好
き
で
も
き

ら
い
で
も
、
中
学
在
学
中
か
ら
母
親
の

デ
バ
タ
を
手
伝
い
、
卒
業
す
る
と
、
い

ー
階
鱈
　
　
璽
や
お
う
な
し
に
十
日
町

の
　
　
コ

讐
継
、
厭
，
題
の
織
物
工
場
へ
や
ら
さ

　
　
　
　
　
　
れ
る
o
部
落
の
し
き
た

　
　
　
　
　
　
り
だ
。
町
の
寮
で
生
活

す
る
娘
は
そ
こ
で
お
と
な
に
な
り
、
花

嫁
修
業
を
し
、
ハ
タ
を
織
っ
て
結
婚
資

金
を
か
せ
ぎ
、
美
し
く
な
っ
て
嫁
入
り

す
る
。
　
ハ
タ
の
織
れ
る
娘
、
が
近
在
農

家
の
嫁
入
り
条
件
の
一
つ
、
彼
女
た
ち

は
、
た
と
え
イ
ヤ
で
も
、
姑
に
織
っ
て

く
れ
と
頼
ま
れ
れ
ば
断
わ
る
わ
け
に
も

ゆ
か
ず
、
嫁
い
で
ま
た
ハ
タ
を
織
り
、

そ
乙
で
人
主
の
大
半
を
過
ご
す
こ
と
に

な
る
。
い
つ
し
か
眼
を
わ
ず
ら
い
、
腰

を
冷
や
し
、
あ
る
い
は
肥
り
す
ぎ
、
織

機
を
ム
ス
コ
の
嫁
に
ゆ
ず
っ
た
と
き
、

始
め
て
長
か
っ
た
ハ
タ
織
り
か
ら
解
放

さ
れ
る
。
赤
倉
の
女
の
、
こ
れ
が
人
生

の
ル
ー
ル
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
女
の
『
生
の
大
半
を
過
ご
す
仕
事
場

そ
こ
は
悪
い
環
境
で
あ
っ
て
は
い
け
な

い
。
ハ
ダ
カ
電
球
を
螢
光
灯
に
取
り
換

え
、
カ
タ
い
木
の
椅
子
を
や
め
て
デ
ラ

ツ
ク
ス
な
腰
か
け
を
新
調
し
た
ら
い
か

が
、
冬
は
暖
か
く
、
夏
は
涼
し
く
、
ふ

と
機
械
を
と
め
た
と
き
、
ス
テ
レ
オ
か

ら
や
さ
し
い
メ
ロ
デ
ー
が
流
れ
て
く
る

よ
う
な
仕
事
場
が
ほ
し
い
。
家
族
会
議

で
就
業
規
則
を
定
め
、
育
児
や
休
養
の

時
間
を
十
分
に
と
り
、
楽
し
み
な
が
ら

デ
バ
タ
が
で
き
る
よ
う
に
考
え
る
こ
と

だ
o
赤
倉
の
女
に
な
ら
な
い
よ
う
に
o
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＝
≡
≡
…
一
…
三
一
…
≡
…
≡
≡
＝
…
一
…
…
≡
…
…
…
＝
一
…
三
…
…
≡
≡
＝
一
…
≡
≡
…
…
≡
＝
一
…
…
＝
…
三
≡
…
一
…
…
≡
＝
…
…
…
一
≡
≡
≡
…
＝
≡
…
階
＝
…
＝
…
…
…
…
≡

国
民
年
金
保
険
料

　
　
　
　
　
免
除
申
請

　
昭
和
四
十
一
年
度
分
国
民
年
金
保
険

料
の
免
除
希
望
を
次
に
よ
り
受
付
い
た

し
ま
す
o
希
望
者
は
忘
れ
ず
に
申
し
出

し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
対
象
期
間
　
昭
和
四
十
一
年
四
月

　
か
ら
昭
和
四
十
二
年
三
月
分
ま
で

一
、
対
象
者
　
所
得
が
少
な
い
た
め
保

　
険
料
納
入
が
困
難
な
も
の
（
※
）

一
、
申
出
　
四
月
十
日
ま
で
に
役
場
社

　
会
係
ま
で
印
か
ん
を
持
参
く
だ
さ
い

※
所
得
が
少
な
い
、
と
は
、
大
旨
次

の
区
分
に
よ
り
知
事
に
お
い
て
認
定
い

た
し
ま
す
。

　
五
人
家
族
の
世
帯
に
お
い
て
、
家
族

　
全
員
の
前
年
度
年
間
所
得
額
（
民
税

　
申
告
に
基
づ
く
）
が
十
九
万
円
以
下

　
位
の
場
合
に
限
り
ま
す
。

受
付
中

　
た
だ
し
、
障
害
者
、
寡
婦
、
長
期
療

　
養
者
、
火
災
、
風
水
害
等
の
実
状
に

　
応
じ
特
別
認
定
が
さ
れ
ま
す
℃

希
望
申
し
出
、
問
い
合
わ
せ
は
係
ま
で

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
　
　
（
社
会
係
）

譲
渡
所
得
に
つ
い
て

　
こ
こ
数
年
来
土
地
や
建
物
の
よ
う
な

不
動
産
の
売
買
が
目
立
っ
て
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
　
　
棚
卸
資
産
以
外
の
資

産
の
譲
渡
に
よ
っ
て
得
る
所
得
を
譲
渡

所
得
と
い
っ
て
齢
り
ま
す
が
、
譲
渡
と

は
売
買
だ
け
で
な
く
、
む
ず
か
し
く
申

し
ま
す
と
、
　
「
所
有
権
、
そ
の
他
の
財

産
権
を
移
転
さ
せ
る
｝
切
の
行
為
」
を

い
い
ま
す
の
で
交
換
、
競
売
、
公
売
、

収
用
、
法
人
に
対
す
る
現
物
出
資
は
も

ち
ろ
、
ん
贈
与
等
の
よ
う
な
無
償
譲
渡
も

含
ま
れ
ま
す
。
譲
渡
所
得
は
主
と
し
て

資
産
を
長
期
間
に
わ
た
っ
て
保
有
し
た

あ
と
で
、
そ
の
資
産
を
譲
渡
し
た
と
き

一
時
に
所
得
が
発
主
す
る
た
め
、
事
業

所
得
な
ど
と
同
じ
課
税
万
法
で
は
税
負

担
が
重
く
な
り
ま
す
の
で
次
の
よ
う
な

万
法
で
計
算
し
ま
す
。

　
譲
渡
収
入
金
額
ー
取
得
価
額
な
ど
の

　
必
要
経
費
ー
譲
渡
益
－
①
“

　
譲
渡
益
i
特
別
控
除
額
i
譲
渡
所
得

－
②

　
譲
渡
所
得
×
1
一
2
、
課
税
さ
れ
る
所

得
金
額
1
③

　
特
別
控
除
額
は
そ
の
譲
渡
益
の
金
額

　
に
応
じ
次
の
よ
う
に
計
算
し
ま
す
。

①
譲
渡
益
が
三
＋
万
円
以
下
の
場
合

　
　
そ
の
譲
渡
益
の
全
額
o

②
譲
渡
益
が
三
十
万
円
を
超
え
四
十

　
五
万
円
未
満
の
場
合
六
十
万
円
か

　
ら
譲
渡
益
を
控
除
し
た
残
額

‘
③
譲
渡
益
が
四
十
五
万
円
以
上
の
場

　
合
、
十
五
万
円
。

　
と
こ
ろ
が
三
十
九
年
一
月
一
日
以
・

　
後
の
譲
渡
所
得
に
つ
い
て
は
長
期

　
間
資
産
を
保
有
し
て
譲
渡
し
た
も

　
の
（
長
期
譲
渡
所
得
）
と
資
産
を

　
取
得
の
日
か
ら
三
年
以
内
に
譲
渡

　
し
た
も
の
（
短
期
譲
渡
所
得
）
に

　
区
分
し
短
期
譲
渡
所
得
に
は
二
分

　
の
一
課
税
の
適
用
は
認
め
ら
れ
ま

　
せ
ん
。
同
じ
年
に
短
期
譲
渡
所
得

　
と
長
期
譲
渡
が
あ
る
場
合
は
計
算

　
が
複
雑
に
な
り
、
資
産
を
譲
渡
し

　
て
他
の
資
産
と
買
い
換
え
た
よ
う

　
な
場
合
に
も
居
住
用
財
産
の
買
い

　
換
え
の
特
例
や
、
事
業
用
資
産
の

　
買
い
換
え
の
特
例
な
ど
有
利
な
措

　
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
o

郵
便
局
か
ら

転
居
の
と
き
は
郵
便
局
へ

『
転
居
届
』
を

　
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
、
学
生
の

進
学
や
就
職
ま
た
官
庁
や
会
社
の
転
勤

な
ど
で
、
転
居
す
る
人
が
多
く
な
り
ま

す
が
、
．
転
居
す
る
万
は
、
旧
住
所
の
受

け
持
ち
郵
便
局
へ
「
転
居
届
」
を
必
ず

出
し
て
く
だ
さ
い
。

『
転
居
届
」
の
用
紙
は
、
郵
硬
局
の
窓

口
と
役
場
の
転
出
入
窓
口
に
あ
り
ま
す

　
転
居
届
を
出
す
と
、
郵
便
局
で
は
向

う
一
年
間
郵
便
物
を
転
居
先
へ
転
送
し

ま
す
。
も
し
、
転
居
届
が
出
て
い
な
い

と
、
郵
便
初
は
差
出
人
へ
返
送
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
転
居
届
を
出
し
て
も
、
　
一
年

た
つ
と
旧
任
所
へ
来
た
郵
便
物
は
、
転

送
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら

郵
硬
局
へ
転
居
届
を
出
し
た
あ
と
平
素

手
紙
を
や
り
と
り
し
て
い
る
人
に
は
痛

早
目
に
自
分
の
新
住
所
を
知
ら
せ
て
蒲

く
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
o

現
金
は
ぜ
ひ

　
「
現
金
書
留
」
で

　
現
金
を
郵
便
で
送
る
と
き
は
、
金
額

の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
「
現
金
書
留
」

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
普
通
郵
便
の
中
に
、
現
金
を
入
れ
る

乙
と
は
規
則
に
違
反
し
ま
す
し
、
万
一

事
故
が
起
き
た
場
合
で
も
損
害
が
補
償

さ
れ
ま
せ
ん
。

現
金
は
、
ぜ
ひ
現
金
書
留
で
お
願
い
し

ま
す
。

戸
籍
の
窓
、
か
ら

う
ぶ
声
ー
御
す
こ
や
か
に

渋
谷
理
子

南
雲
利
昭

吉
楽
真
由
美

丸
山
由
紀
子

喜
多
　
晃

星
名
快
枝

上
村
信
之

上
村
美
由
紀

丸
山
る
み
子

小田小山井内
林口幡田川山

弘久千茂泰和
美夫春和弘明

南
雲
也
寸
志

寛進保敏正利久
治一一　夫雄夫
長長長長長長二
舅女：男女女：男女

中
央
町

中
屋
敷

神
社
町
、

高
原
田

山
野
田
霜
條
元
町

貞
二
長
女
下
平
新
田

留
治
二
女
新
町
新
田

武
勇
長
男
新
町
新
田

昇
　
三
男
新
町
新
田

春
茂
長
男

正
治
長
女

実
長
男

弘
長
女

敏
信
長
男

藤木仁仁

沢落田田

中
仙
田

登
坂
春
彦
武
雄
二
男
赤
谷

昇
天
」
御
め
い
福
を
祈
る

高
橋
佐
平
　
高
倉

渋
野
銀
次
郎
　
野
口

中
條
サ
ト
　
岩
瀬

藤
巻
ト
キ
　
塩
辛

渡
貫
　
正
治
　
　
新
町
新
田

丸
山
豊
次
　
霜
條

中
村
正
太
郎
　
坪
山

小
川
政
一
　
田
戸

清
水
　
作
平
　
　
寺
ケ
崎

田
口
潤
治
　
木
落

佐
藤
松
男
　
伊
友

た
か
さ
ご
1
御
円
満
に

総霧繍繍
曝肇騰
紀ッ林弘勇
年ネ三子吉

田
中
ケ
イ
子

　五五五六七七七七八八
六〇三八六一二三八二二

中
屋
敷

＋
日
町
か
ら

四
郎
兼

大
倉
か
ら

木
落
仁
田
か
ら
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贈与税の申告と納税
　
昭
和
四
十
年
中
に
親

族
そ
の
他
の
個
人
か
ら

家
や
土
地
な
ど
の
不
動

産
や
、
株
式
、
現
金
と

い
っ
た
動
産
そ
の
他
の

財
産
で
四
＋
万
円
を
超

え
る
財
産
を
も
ら
っ
た

入
や
、
同
じ
人
か
ら
四

十
年
、
　
三
十
九
任
、
三

十
八
年
の
三
伍
間
に
一

伍
に
つ
い
て
二
十
万
円

を
超
え
る
財
産
を
二
年

以
上
も
ら
っ
た
人
は
二

月
一
日
か
ら
、
三
月
十

五
日
ま
で
に
贈
与
税
の

申
告
と
納
税
を
し
て
い

た
だ
く
乙
と
に
な
り
ま
す
o
贈
与
税
額

が
三
万
円
を
こ
え
る
場
合
で
一
時
に
納

付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
申
請

に
よ
り
五
年
以
内
の
年
賦
延
納
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
農
地
を
推

定
相
続
人
（
二
十
才
以
上
）
に
贈
与
し

た
場
合
そ
の
贈
与
税
は
一
応
計
算
さ
れ

ま
す
が
、
将
来
相
続
の
と
き
に
そ
の
農

地
を
相
続
財
産
に
含
め
て
相
続
税
を
計

算
し
、
相
続
税
と
精
算
（
相
続
税
が
か

か
ら
な
い
と
き
は
贈
与
税
も
納
め
な
く

て
よ
い
）
す
る
納
期
限
の
延
長
の
特
例

が
あ
り
ま
す
の
で
、
く
わ
し
い
こ
と
は

三
月
十
五
日
ま
で
に
税
務
署
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

交
通
関
係
改
正
の

お
　
し
　
ら
　
せ

e
自
動
軍
運
転
免
許
証
の
更
新
及
ぴ
再

交
付
の
手
数
料
は
い
ま
ま
で
は
免
許
証

交
付
の
と
き
納
入
し
た
の
で
す
が
、
三

月
一
日
か
ら
改
正
さ
れ
て
、
申
請
の
と

き
に
四
百
円
を
警
察
署
の
窓
口
に
納
入

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

⇔
十
日
町
警
察
署
で
実
施
し
て
い
た
バ

イ
ク
の
免
許
試
験
は
廃
止
さ
れ
て
長
岡

う
た
で
つ
づ
る

川
西
町

　
川
西
地
区
石
工
組
合
（
会
長
羽
鳥
寅

太
郎
（
伊
友
）
会
員
二
＋
四
名
）
は
去

る
二
月
二
十
二
日
千
手
に
お
い
て
四
十

一
任
の
総
会
を
開
い
た
。

　
席
上
、
寺
ケ
崎
の
藤
巻
立
吉
さ
ん
（

六
十
三
才
）
が
川
西
全
地
域
の
部
落
名

を
蒲
り
込
ん
だ
詩
を
披
露
し
、
満
座
の

拍
子
を
あ
ぴ
た
。

　
以
下
そ
の
原
文
を
ご
紹
介
す
る
。

川
西
め
ぐ
り

　
　
　
寺
ケ
崎
藤
巻
立
吉
作

　
州
西
細
か
に
も
う
そ
う
な
ら
ば

　
あ
あ
小
根
岸
に
宝
舟

　
三
領
（
三
両
）
残
し
た
年
の
暮

　
木
落
取
り
（
今
日
任
・
取
り
）
だ
お
目

出
た
や

除
夜
の
鐘
鳴
る
寺
ケ
崎

お
せ
ち
料
理
の
塩
辛
や

仁
田
（
煮
た
）
黒
豆
の
味
の
よ
さ

野
口
に
入
れ
て
舌
鼓

あ
あ
う
ま
か
っ
た
原
田
い
こ
（
腹
太

鼓
）坊
や
下
原
（
腹
）
大
き
い
ぞ

根
深
い
ね
ぎ
も
つ
や
や
か
や

こ
と
し
は
稼
い
で
倉
建
て
よ
う

大
日
倉
や
小
日
倉

大
倉
た
て
た
と
岩
瀬
（
い
わ
せ
）
ま

し
ょ
う

赤
の
谷
ん
（
赤
の
他
人
）
も
ほ
め
る

だ
ろ
う

仙
（
千
）
田
万
だ
と
金
貯
め
て

ふ
と
こ
ろ
温
む
か
室
島
よ

小
脇
に
汗
を
流
し
つ
つ

桐
山
ほ
ど
に
積
み
か
さ
ね

試
験
場
で
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お

免
許
申
請
用
往
復
ハ
ガ
キ
は
警
察
署
の

受
付
と
駐
在
所
に
あ
り
ま
す
。

流
雪
溝
の
活
用
に

っ
い
て
お
ね
が
い

　
こ
の
冬
は
思
わ
ぬ
大
雪
で
、
皆
さ
ん

大
変
お
困
り
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う

　
こ
こ
二
三
日
の
暖
気
で
本
通
り
の
舗

装
も
よ
う
や
く
道
巾
が
増
し
、
自
動
軍

交
通
も
ま
あ
ま
あ
と
い
う
ほ
ど
に
な
り

ま
し
た
が
、
お
互
い
に
交
通
道
徳
を
守

っ
て
事
故
の
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
次
に
彌
願
い
が
一
つ
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
側
溝
を
和
用
し
、
雪
を
流
し
一

日
も
早
く
道
を
出
し
た
い
と
い
う
気
持

は
十
分
わ
か
り
ま
す
が
、
百
メ
ー
ト
ル

ニ
百
メ
ー
ト
ル
と
し
も
へ
行
く
に
し
た

が
っ
て
雪
の
か
さ
が
増
し
、
　
つ
い
に
道

路
上
に
あ
ふ
れ
出
し
、
大
さ
わ
き
を
し

た
町
内
が
あ
り
ま
す
o

霧
谷
た
と
え
深
く
と
も

藤
沢
（
富
士
山
）
日
本
一
の
山

高
倉
茄
子
ぴ
と
初
夢
を

平
見
て
喜
び
勇
み
た
ち

こ
の
坂
道
を
越
ケ
沢

峠
田
戸
水
（
辿
れ
）
ば
里
近
し

田
代
い
い
と
こ
菊
僧
（
聞
く
）
な
る

そ
の
名
も
古
き
元
町
に

文
化
が
す
す
み
新
町
と

上
野
の
町
は
よ
く
で
き
た

よ
く
も
こ
ん
な
に
下
（
し
た
）
平
ら

老
杉
古
松
友
重
（
と
も
茂
）
る

観
音
様
の
ご
利
益
で

伊
勢
平
治
（
威
勢
平
時
）
．
と
変
わ
り

な
し
神
の
恵
み
の
有
難
た
く

高
天
ガ
原
は
高
原
田

霜
条
山
田
の
観
音
様
の

晴
れ
て
鶴
吉
二
羽
三
羽

　
こ
れ
か
ら
先
、
雪
消
え
ま
で
あ
互
い

下
流
の
か
た
の
こ
と
を
考
え
、
無
理
の

な
い
流
雪
を
し
て
、
住
み
よ
い
町
づ
く

り
に
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
蒲
願
い
い

た
し
ま
す
。
　
　
　
　
（
土
木
課
）

昭
和
四
十
一
年

町
政
事
務
嘱
託
員

△
千
手
地
区

中
島
　
町

山
野
田

発
電
所
通
り

永
公
西
組

永
公
東
組

田上東四下

中　善郎

町町寺兼平

鈴
木
春
蔵

高
橋
陸
三
郎

宮
佐
一
郎

藤
田
宏
太
郎

鈴
木
　
操

田
中
福
次

高
橋
　
宏

目
黒
太
一
郎

丸
山
和
夫

太
田
由
松

坪
山
さ
し
て
舞
い
お
り
る

鶴
は
千
年
亀
万
年

千
任
万
寺
と
こ
し
ら
い
て

木
島
で
み
が
い
た
乙
の
腕
で

神
社
町

学
校
町

中
央
町

中
屋
敷

平鶴霜坪伊沖木寺

見吉条山友立島尾

高
原
田

高市田星中高星丸小小羽小吉
橋川村名村橋名山林林鳥林楽
　　　　　　　　芳
一彦一一一一茂礼重　三徳友清松
郎平策正一三吉勇郎司市吉雄

△
上
野
地
区

上
野
新
町
元
町

下
平
新
田

三
領

小
根
岸
田
代

星
名
新
田

△
橘

仁塩木

沖
立
（
起
き
た
て
）
寝
た
で
稼
が
れ
・
野

て伍
取
り
や
齢
寺
を
（
寺
尾
）
尊
敬
す

るみ
ん
な
仲
よ
く
中
屋
敷

水
口
沢
々
水
た
ん
と

山
野
田
田
中
の
稲
の
穂
は

四
郎
兼
（
し
ろ
が
ね
y
黄
金
の
波
を

［
打
つ
官
舎
（
感
謝
）
す
る
の
は
東
善
（
当

然
）
寺

あ
の
上
新
井
の
発
電
所

日
本
国
中
照
ら
す
な
り

明
る
い
わ
れ
ら
の
川
西
よ

輝
く
わ
れ
ら
の
川
西
よ

根原

深田口田辛落

寺
ケ
崎
下
原

根
津
　
浩

内
山
常
治
郎

甲
く
　
畠
公

ホ
ズ
　
　
ネ
ヨ
り

沢
口
武
三
郎

水
品
正
一
郎

小
海
正
太
郎

田中
村島

地
区
　
田
口
藤
巻
秦
野
滋
野
丸
山
丸
山
山
崎

　
田
中

△
仙
田
地
区

中
仙
田

岩赤藤越田小桐室
　　　ケ
瀬谷沢沢戸脇山島

文
作暖

久武忠英永利清悌
之治司一勝一一助治

金小茂川高斉川米小
子川野崎橋木崎仙林
芳角松富鉄婦清一猪
英治平雄栄輔栄郎作

　
　
φ

　
　
　
　
　
）

〃
　
畿

、
証
」

こ
ど
も
は
ボ
ー
ル

〃

い
つ
ど
こ
へ
．

と
ぴ
だ
す
か

わ
か
り
ま
せ
ん
．

親
も
車
も

膠
”
け
ま
覆
勢

一、ミG郵

ρ

紗〃
0≦

ノ」￥大高大霧
臼日
倉倉．倉倉谷

憐
涛
仇

　
　
　
　
彪

田未高中佐
中　 橋条藤
　　喜　 常
　　代銀一
茂定吉平郎
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意注不
　
　
　
　
「
し
め
た
」

喝“棉
　
　
　
　
　
　
　
　
2

　
　
　
　
　
　
　
’

描
出
か
せ
ぎ
の
お
と
う
さ
ん

　
　
「
出
か
せ
き
の
父
に
よ
せ
る
」

　
　
　
　
醐
A
登
坂
和

「
お
と
う
さ
ん
お
元
気
で
す
か
」

「
元
気
で
す
」

同
じ
よ
う
な
手
紙
の
や
り
と
り

じ

1
、
1
～

枝

し
か
し
「
元
気
」
と
い
う
の
が
わ
か

る
と
、

な
ん
と
な
く
う
れ
し
い

な
ん
と
な
く
お
ち
つ
く

お
か
あ
さ
ん
も
う
れ
し
そ
う
な
た
め

い
き
を
つ
く

お
と
う
さ
ん
の
帰
え
り
が
待
ち
ど
お

し
い
。

　
　
　
　
二
A
小
川
裕
子

ふ
き
の
と
う
土
手
の
道
か
ら
顔
出
し

て
摘
み
つ
つ
思
う
働
く
父
を

父
は
り
つ
ぱ
だ

　
　
　
二
B
白
井
し
ず
子

石
焼
き
い
も

オ
レ
は
、
あ
ま
が
っ
ぱ
一
枚
で

朝
か
ち
晩
ま
で
、
石
焼
き
い
も
1
石

焼
き
い
も
ー
と
、
ど
な
っ
て
い
る

東
京
の
人
た
ち
、
オ
レ
を
見
て
笑
う

オ
レ
の
姿
は
、
そ
ん
な
に
み
す
ぼ
ら

し
い
か
な

「
そ
れ
っ
」

D

で
も
オ
レ
は
い
つ
も
思
う

オ
レ
は
東
京
に
オ
レ
の
姿
を
見
せ
に

き
た
ん
じ
ゃ
ね
え

オ
レ
は
働
き
に
き
た
ん
だ

で
も
、
オ
レ
も
人
間
だ

ち
っ
た
あ
、
は
ず
か
し
い

で
も
な
、
家
で
オ
レ
を
待
っ
て
い
る

お
め
い
た
ち
の
、
顔
さ
、
思
い
だ
す

と十
円
で
も
、
よ
け
い
も
っ
て
い
っ
て

や
り
て
え
か
ら
な

お
め
い
た
ち
の
、
喜
ぶ
顔
が

は
よ
う
、
は
よ
交
み
て
え
か
ら
な

雪　
　
　
三
A
M
　
　
・
　
S

雪
が
降
る
、
灰
色
の
空
の
彼
万
か
ら

一
罪
々
と
し
て
、
降
り
つ
づ
く
雪

き
ょ
う
も
ま
た
、
お
か
あ
ち
ゃ
ん
と

雪
ほ
り
を
し
た

ほ
っ
て
も
ほ
っ
て
も
少
し
も
減
ら
な

い
し
、
汗
は
額
か
ら
流
れ
て
目
に
し

み
る
、
お
か
あ
ち
ゃ
ん
の
額
に
も
玉

の
汗
が
浮
ん
で
い
た

隣
の
屋
根
で
は
、
K
ち
ゃ
ん
の
お
と

う
ち
ゃ
ん
が
雪
ほ
っ
て
い
る

そ
し
て
、
も
う
終
え
る
と
乙
だ

あ
あ
、
私
の
家
で
も
お
と
う
ち
ゃ
ん

「
ウ
ワ
ー
イ
、
大
き
く
な
っ
た
ぞ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
＼
　
　
　
　
、

　
　
　
消
防
記
念
日
（
3
月
7
日
）

ー
！
1
8
吃
賃
鴫
，
5
ヤ
き
ー
塵
’
‘
■
『
ー
l
p
！
｝
・
ー
ー
・
1
ー
撃
F
‘
l
f
’
・
匿
卜
ー
ド
き
ー
ー
・
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が
い
た
ら
な
あ
と
思
う

屋
根
の
上
か
ら
、
東
京
の
空
に
向
っ

て
お
と
う
ち
ゃ
ん
お
と
う
ち
ゃ
ん

と
呼
ん
で
み
た
が
そ
の
声
は
む
な
し

く

夕
暮
の
空
に
消
え
て
し
ま
つ
た

朝

三
B
S

K

朝
早
く

ね
む
い
目
を
こ
す
り
な
が
ら

雪
ほ
り
す
る
母
の
顔

ひ
と
り
で
な
に
を
考
え
て
い
る
の
だ

ろ
う
父
の
こ
と
か
、
そ
れ
と
も
子
ど
も
た

ち
の
こ
と
か

母
は
や
っ
ぱ
り
さ
み
し
い
ん
だ
な

雪　
　
　
三
B
A

雪
よ
聞
い
て
く
れ

雪
よ
聞
い
て
く
れ

N

蒲
ま
え
た
ち
の
た
め
に
ど
ん
な
に
多

く
の
人
が
苦
し
い
め
を
し
て
い
る
か

雪
よ
聞
い
て
く
れ

お
ま
え
た
ち
の
た
め
に
、
ど
ん
な
に

多
く
の
人
が
さ
ぴ
し
い
思
い
を
し
て

い
る
か

雪
よ
・
；
＝
・
友
だ
ち
は
い
っ
た

癌

「
雪
が
な
け
り
ゃ
寒
い
冬
で
も
笑
っ

て
ゆ
け
る

雪
が
な
け
り
ゃ
寒
い
冬
で
も
明
る
く

な
る一
番
好
き
な
と
う
ち
ゃ
ん
が
い
な
い

冬
な
ん
か
き
ら
い
だ

お
こ
っ
て
ば
か
り
い
る
と
う
ち
ゃ
ん

で
も
、
い
な
く
な
る
と
さ
み
し
い
も

ん
な
・
3
：
己
と
、
そ
し
て
ま
た
こ

う
い
っ
た

「
雪
お
ろ
し
を
し
な
が
ら
考
え
て
み

た
、
と
う
ち
ゃ
ん
と
、
こ
の
雪
を
投

げ
た
こ
と
な
ん
か
思
い
出
し
て
も
一

度
も
な
い
や
」

さ
ぴ
し
そ
う
だ
っ
た
友
だ
ち
の
顔
、

雪
よ
聞
い
て
く
れ

お
ま
え
た
ち
の
た
め
に
多
く
の
人
が

泣
い
て
い
る
の
さ

み
ん
な
お
ま
え
た
ち
が
に
く
い
ん
だ

よも
く
も
く
と
降
り
つ
づ
け
る
雪
よ

返
事
を
し
て
く
れ
「
う
ん
と
い
っ
て

く
れ
」
　
「
早
く
消
え
る
」
と
返
事
を

し
て
く
れ

太
陽
の
見
え
な
い
空
に
願
っ
た
コ

　
　
×
　
　
×
　
　
×

（
以
上
、
い
ず
れ
も
文
集
「
仙
田
の

冬
」
か
ら
転
載
）

｝

ご
入
学
お
め
で

乙
と
し
の
小
学
校
新
入
生
は
二
百
二
十
八
名
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と
㍗
つ

学校名 男　　　女 言十

千手小 45 52 77

上野小 19 15 54

橘　　　小 27 27 54

中仙田小 5 5 10

仙田ノ」・ 11 11 22

赤岩小 10 5 15

臼倉小 7 11 18

抽・

1811

（学校別・男女別）

響
入
学
式
の
日
時

　
千
手
小
学
校

　
上
野
小
学
校

　
橘
小
学
校

　
中
仙
田
小
学
校

仙
田
小
学
校

赤
岩
小
学
校

　
白
倉
小
学
校

四
月
四
日

四
月
四
日

四
月
四
日

四
月
四
日

四
月
五
日

四
月
四
日

四
月
四
日

午
後
一
時
か
ら

午
後
一
時
か
ら

午
前
十
時
三
十
分
か
ら

午
前
九
時
か
ら

午
前
＋
時
か
ら

午
後
｝
時
か
ら

午
前
＋
時
か
ら

家
　
庭
　
の
　
B

　
あ
る
日
の
婦
人
学
級
で
、
家
庭
の
日

に
つ
い
て
お
話
し
を
き
き
ま
し
た
が
、

わ
た
し
は
、
わ
が
家
の
家
庭
の
日
を
こ

　
　
　
　
ん
な
ふ
う
に
き
め
ま
し
た
o

　
　
　
　
　
そ
れ
は
、
い
つ
も
わ
け
へ

　
　
　
　
だ
て
の
な
い
愛
情
と
、
正
し

　
　
　
　
い
知
識
と
を
も
っ
て
子
ど
も

　
　
　
　
を
育
て
る
と
い
う
こ
と
で
す

　
　
　
　
　
こ
の
た
め
、
　
家
庭
の
日
に

　
　
　
　
は
、
夜
は
テ
レ
ビ
を
と
め
、

コ
タ
ツ
を
か
こ
ん
で
話
し
あ
い
を
す
る

こ
と
が
大
切
と
思
い
、
母
親
も
父
親
も

禎
父
母
戦
家
族
の
人
た
ち
が
み
ん
な

で
気
を
そ
ろ
え
て
す
す
め
る
こ
と
に
し

て
い
ま
竃

　
お
か
げ
で
、
子
ど
も
を
育
て
る
に
は

正
し
い
家
庭
教
育
が
必
要
だ
と
真
剣
に

考
え
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
以
来
、
家

中
が
明
る
く
な
り
ま
し
た
o

　
よ
い
子
ど
も
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
家

中
の
誕
生
日
を
利
用
し
、
家
族
が
祝
い

励
ま
し
あ
っ
て
い
ま
す
。

　
村
で
去
年
か
ら
農
休
日
が
で
き
ま
し

た
の
で
、
乙
れ
を
利
用
し
、
家
中
を
楽

し
い
家
庭
の
日
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
く
ふ
う
し
、
い
つ
も
家

中
に
た
の
し
い
笑
い
声
が
こ
だ
ま
す
る

よ
う
な
家
庭
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
o
　
　
　
　
　
　
（
霧
谷
　
花
子
）
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荷
物
場
あ
ら
そ
い

　
農
業
だ
け
で
暮
し
て
い
け
な
い
百
姓

た
ち
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
が
ど
ん
な
に

小
さ
い
収
入
で
あ
っ
て
も
、
必
死
に
な

っ
て
と
り
つ
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
た
と
え
ば
、
荷
物
送
り
の
駄
賃
か
せ

ぎ
な
ど
は
、
街
道
筋
の
も
の
に
と
っ
て

は
た
い
へ
ん
貴
重
な
も
の
で
あ
っ
た
。

関
東
か
ら
越
後
に
は
い
っ
て
来
た
諸
荷

物
を
柏
崎
へ
届
け
る
経
路
の
ひ
と
つ
に

上
州
i
三
国
越
え
ー
＋
日
町
ー
山
野
田

（
千
手
）
ー
上
野
ー
仁
田
・
野
口
（
橘
）

ー
赤
谷
（
仙
田
）
ー
三
桶
（
刈
羽
郡
小

国
町
）
↓
柏
崎
の
線
が
あ
っ
た
。
　
一
種

の
公
用
道
路
で
、
以
前
に
本
欄
で
と
り

あ
げ
た
「
上
野
の
大
工
殺
し
」
の
と
き

な
ど
は
、
三
桶
の
渡
し
を
越

え
て
何
度
も
柏
崎
陣
屋
へ
往
続

復
し
て
い
る
。

　
乙
の
道
筋
に
沿
っ
て
荷
継

場
が
設
け
ら
れ
、
荷
送
り
の
駄
賃
は
継

場
に
指
定
さ
れ
た
村
々
の
貴
重
な
財
源

と
な
っ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
収

入
に
は
当
然
余
計
な
任
貢
が
課
せ
ら
れ

て
い
る
。

　
平
野
圭
二
氏
（
千
手
）
高
橋
源
治
郎

氏
（
赤
谷
）
所
蔵
の
古
文
書
中
に
、
上

述
の
街
道
に
齢
け
る
荷
継
争
い
が
詳
し

く
述
べ
ら
れ
て
い
る
o
ー
「
ど
こ
と
ど

こ
が
ケ
ン
カ
し
た
」
な
ど
と
、
今
ご
ろ

に
な
っ
て
古
い
こ
と
を
取
り
あ
げ
よ
う

と
す
る
の
で
な
く
、
荷
を
送
る
と
い
う

こ
と
に
こ
れ
ほ
ど
ま
で
執
着
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
む
か
し
の
く
ら
し
を
振
り

か
え
っ
て
み
た
い
か
ら
で
あ
る
℃

　
荷
継
場
と
き
ま
っ
て
い
た
山
野
田
．

三
桶
村
は
、

　
『
私
共
両
村
は
、
高
弐
百
石
余
家
数

　
百
軒
余
、
人
別
多
く
山
中
に
て
開
作

　
夫
食
不
足
の
村
柄
に
て
、
柏
崎
よ
り

　
十
日
町
上
田
郷
へ
通
行
の
道
に
て
、

　
登
り
は
野
口
仁
田
両
村
、
下
り
は
山

　
野
田
村
よ
り
大
沢
村
（
刈
羽
郡
）
へ

　
の
継
場
乙
れ
あ
り
、
御
公
儀
役
人
様

　
は
勿
論
、
諸
家
様
万
御
通
行
の
御
用

　
御
継
立
こ
れ
あ
る
ま
で
、
諸
荷
物
継

　
ぎ
送
り
、
右
の
助
成
を
以
て
相
続
罷

　
り
あ
り
候
」

と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
o

　
と
乙
ろ
が
、
ど
の
よ
う
な
理
由
が
あ

っ
た
か
は
分
ら
な
い
が
大
沢
村
と
赤
谷

村
（
仙
田
）
と
が
協
調
し
て
、
コ
ツ
ソ

リ
と
「
作
場
道
切
り
広
げ
、
馬
足
相
立

て
、
追
々
継
荷
等
仕
り
、
赤
谷
小
臼
倉

両
村
に
荷
継
ぎ
仕
り
」
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
荷
送
り
の
ヤ
ミ
取
引
を
は
じ
め

た
わ
け
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
本
街
道
を

ふ
る
さ
と
を
さ
ぐ
る

資
料
で
み
る
町
の
歴
史

通
行
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
、

農
道
を
修
理
し
た
り
、
橋
を
か
け
た
り

し
て
、
荷
送
り
賃
の
横
取
り
を
ね
ら
っ

た
こ
と
に
な
る
。

　
ビ
ツ
ク
リ
し
た
山
野
田
．
三
桶
両
村

は
、
さ
っ
そ
く
関
係
村
へ
抗
議
す
る
と

同
時
に
、
幕
府
あ
て
陳
情
を
行
な
っ
た

役
人
の
出
張
が
あ
っ
て
、
幸
い
に
も
双

万
の
調
停
は
「
大
沢
．
赤
谷
村
で
は
荷

継
は
行
な
わ
な
い
」
と
再
確
認
さ
れ
て

円
満
に
も
と
へ
も
ど
っ
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
後
の
よ
う
す
を
見
て

い
る
と
何
の
変
わ
り
も
な
く
、
『
其
後
大

沢
村
の
も
の
共
、
規
定
相
破
咳
赤
谷

小
目
倉
両
村
へ
荷
継
仕
り
、
剰
え
下
り

荷
物
の
分
は
右
両
村
よ
り
大
沢
村
へ
継

荷
仕
り
候
」
と
、
相
手
の
万
は
い
っ
こ

う
に
約
束
を
守
ろ
う
と
は
し
な
い
。
そ

れ
ど
こ
ろ
か
、
こ
ん
ど
は
堂
々
と
荷
継

場
を
表
立
っ
て
つ
く
る
よ
う
な
気
配
さ

え
見
え
て
来
た
。

　
こ
の
ま
ま
で
は
、
山
野
田
・
三
桶
村

は
、
駄
賃
が
入
ら
ぬ
の
に
任
貢
だ
け
は

納
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
不
合

理
な
結
果
に
な
り
、
従
来
の
し
き
た
り

も
設
備
も
無
駄
に
な
っ
て
し
ま
う
。
あ

ら
た
め
て
強
い
陳
情
を
出
す
と
い
っ
し

ょ
に
、
四
分
峠
へ
小
屋
揖
け
し
て
番
人

を
置
き
、
大
沢
・
赤
谷
分
の
荷
物
を
差

押
え
す
る
と
い
う
強
行
手
段
に
出
、
た

い
へ
ん
な
騒
ぎ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
o

　
関
係
村
々
は
、
幕
府
直
領
（
里
見
源

左
衛
門
代
官
）
・
松
平
越
中
守
領
の
い

り
ま
じ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
役
所
側
の
取

り
あ
つ
か
い
も
難
行
し
た
り
、
現
場
で

は
全
く
双
万
の
言
い
分
が
逆
で
あ
っ
た

り
で
、
三
任
に
も
わ
た
る
争
い
に
ま
で

　
　
　
　
発
展
し
た
。

　
　
　
　
　
解
決
ま
で
の
間
に
は
、
賑

　
　
　
　
や
か
な
論
戦
は
も
と
よ
り
、

　
　
　
　
実
力
に
よ
る
荷
物
の
奪
い
あ

い
、
道
の
損
壊
や
蒲
ど
か
し
な
ど
が
繰

り
返
え
さ
れ
た
が
、
よ
う
や
く
安
政
二

任
（
一
八
五
五
）
十
二
月
に
証
反
を
取

り
交
わ
し
て
終
結
し
た
。

　
「
そ
れ
ぞ
れ
事
柄
が
相
分
り
候
二
付

　
以
後
相
手
万
（
大
沢
・
赤
谷
）
ニ
テ

　
荷
物
継
立
て
致
す
ま
じ
く
、
以
来
異

　
論
之
わ
無
き
た
め
議
定
左
之
通
り
、

　
柏
崎
辺
よ
り
妻
有
郷
な
ら
ぴ
に
外
村

　
々
へ
継
立
て
候
御
荷
物
は
勿
論
、
商

　
人
荷
物
二
至
る
迄
、
上
り
荷
物
之
分

　
大
沢
村
よ
り
赤
谷
分
へ
一
切
附
け
送

　
ら
ず
、
古
来
之
通
り
山
野
田
村
迄
継

　
立
て
、
そ
れ
よ
り
三
桶
へ
順
々
継
送

　
咳
　
且
つ
下
り
荷
物
之
分
は
当
万
に

　
て
（
油
野
囲
－
三
桶
）
慈
愛
を
以
て

　
月
々
下
十
五
佃
之
分
は
千
手
判
よ
り

　
赤
谷
分
迄
附
送
り
、
止
十
五
日
は
嗣

　
村
に
一
切
附
送
ら
ざ
る
筈
⊥

〃
赤
十
字
社
員

　
　
　
　
増
強
運
動
〃

　
　
　
に
ご
協
力
を
！

　
日
本
赤
十
字
社
で
は
、
赤
十
字
百
周

任
を
記
念
し
て
赤
十
字
精
神
を
ひ
ろ
く

浸
透
さ
せ
、
ま
す
ま
す
強
力
な
活
動
を

行
な
う
た
め
、
全
世
帯
加

入
を
目
標
に
運
動
し
て
お

り
ま
す
。

　
当
川
西
分
区
に
お
い
て

は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の

ご
理
解
に
よ
っ
て
、
昨
任
．

す
で
に
全
世
帯
加
入
が
実

現
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ご
承
知
の
よ
う
に
、
日

本
赤
十
字
社
の
事
業
は
、

み
な
さ
ん
の
納
入
し
て
い

た
だ
く
社
員
社
費
に
よ
っ

て
さ
さ
え
ら
れ
て
お
り
、

現
在
、
当
分
区
で
は
年
額

百
円
の
社
費
を
納
入
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が

や
が
て
は
三
百
円
に
切
り

替
え
を
お
願
い
す
る
こ
と

も
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
四
月
に
な
り
ま

す
と
、
い
ま
ま
で
ど
お
り

の
社
費
納
入
を
お
願
い
す

る
と
ぞ
ん
じ
ま
す
が
、
何

分
と
も
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。ヴ

　
〃
　
〃
　
4
　
グ
　
4
　
〃
　
ヴ
　
〃

あ
い
つ
ぐ

六
百
年
会
（
川
崎
信
夫
会
長
V
で
は
、

こ
の
ほ
ど
町
の
恵
ま
れ
な
い
万
が
た
に

と
、
五
千
円
を
。

　
ま
た
、
匿
名
の
㎝
町
民
か
ら
、
町
内

診
療
所
で
病
気
治
療
中
、
医
師
を
は
じ

め
職
員
の
万
が
た
の
献
身
的
な
看
護
を

感
謝
さ
れ
て
五
百
円
を
、
い
ず
れ
も
町

社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
託
さ
れ
ま
し
た

春
が
来
た

戸
外
に

出
て
陽
を
あ
ぴ
よ
う

、
漣

k

善
　
　
意

ツ
　
〃
〃
　
4
　
〃
〃
　
ヴ
〃
〃

　
町
内
の
有
志
の
か
た
が

九
が
結
成
し
て
い
る
二
千

＼

左

●

＼＼＿一．、翼
昭
和
四
十
一
年
度

日
赤
県
支
部
重
点
事
業

上
血
液
事
業

　
日
赤
血
液
セ
ン
タ
ー
及
ぴ
、
献
血
車

を
中
心
に
「
黄
色
い
血
」
の
追
放
を
目

標
に
強
力
に
献
血
預
血
運
動
を
推
進
し

ま
す
。

2
災
害
救
護

　
新
潟
地
震
、
上
越
水
害
等
の
教
訓
を

生
か
し
一
層
災
害
救
護
対
策
の
万
全
を

期
し
ま
す
。

3
　
奉
仕
活
動
の
強
化

　
民
間
篤
志
家
を
組
織
し
奉
仕
活
動
を

強
化
し
ま
す
。

4
　
青
少
年
赤
十
字
運
動
の
育
成
強
化

5
　
赤
十
字
三
大
講
習
　
無
料
診
療
な

ど
を
通
じ
赤
十
字
精
神
の
普
及
に
つ
と

め
る
。

a
　
在
外
同
胞
応
急
援
護
・
社
会
福
祉

事
業
、
国
際
活
動
、
そ
の
他

か
喪
し
俳
壇

　
　
　
　
　
太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
　
　
　
小
林
た
み
い

雪
め
が
ね
か
け
て
腕
臼
盛
り
な
る

除
雪
軍
の
わ
だ
ち
大
き
く
行
き
交
う

　
　
　
　
　
　
　
　
数
藤
ひ
さ
ほ

鮮
提
げ
て
急
ぐ
家
路
の
雪
解
霧

こ
ま
ご
ま
と
針
箱
整
理
針
供
養

　
　
　
　
　
　
　
　
日
井
ト
　
ヨ

炉
ぼ
こ
り
を
髪
に
と
ど
め
て
雪
暮
し

　
　
　
　
　
　
　
江
口
凡
石

積
み
上
げ
た
雪
壁
に
や
や
日
射
伸
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
翠
畝

冬
越
し
の
鉢
庭
に
出
し
春
の
雨

　
　
深
雪
中
　
　
自
南
風

玄
関
へ
雪
道
よ
り
の
雪
の
階

雪
壁
の
ネ
オ
ン
の
色
に
爾
立
ち
て

月
あ
げ
て
雪
野
の
起
伏
あ
き
ら
か
に




